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１．県内への情報発信の継続：普天間⾶⾏場跡地利⽤パネル展の開催

①開催場所・⽇時（２会場×２⽇間）
• サンエー那覇メインプレイス ：令和６年11/23(⼟)〜24(⽇)
• サンエー浦添⻄海岸パルコシティ：令和７年 1/18(⼟)〜19(⽇)
②展⽰内容
• 中間取りまとめ(第2回)の説明パネル(⼤⼈向け、⼦供向け各10枚）
• AIを活⽤したデジタルコンテンツ体験（P3参照）
③アンケート結果（跡地利⽤の取組評価・パネル展満⾜度）

開催場所
サンエー那覇
メインプレイス

３階エントランス

サンエー浦添⻄海岸
パルコシティ

４階エントランス 合計

開催⽇ 11/23(⼟) 11/24(⽇) 計 1/18(⼟) 1/19(⽇) 計

来場者数 58⼈ 110⼈ 168⼈ 137⼈ 143⼈ 280⼈ 448⼈

アンケート回収数 29票 34票 63票 52票 50票 102票 165票
回収率 50.0% 30.9% 37.5% 38.0% 35.0% 36.4% 36.8%

■来場者数等

令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

 来場者数：448⼈、アンケート回答：165票
 アンケート結果・・・跡地利⽤の取組：81％が評価、パネル展の満⾜度：97％が評価

■開催状況

跡地利⽤の取組 パネル展の満⾜度

とても評価する

76人 48%

やや評価する

52人 33%

どちらとも言えな

い 26人 17%

とても興味深かった

64人 40%
興味深かった

91人 57%
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１．県内への情報発信の継続：普天間⾶⾏場跡地利⽤パネル展の開催
令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

■回答者の属性 ■主な集計結果

●期待する跡地の将来像：①⾃然があふれるみどりの中のまち ②環境に配慮したまち ③⽣活利便性の⾼いまち
●認知度…計画策定に向けた取組：約７割が認知、特設サイト：約２割が認知（約7割が関⼼をもった）
⇒全体的に⾼評価をいただき、次年度以降も広く県⺠・市⺠等の意識醸成に繋がる情報発信を継続的に取組む予定。

アンケート結果（速報版）概要
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10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

63
24
39
1
2
0
10
1
20

那覇市

浦添市

宜野湾市

北⾕町

中城村

北中城村

沖縄市

県外

その他

性
別

年
代

お
住
ま
い

73
57

53
45

43
42

35
26

19
3

自然があふれるみどりの中のまち

環境に配慮したまち

生活利便性の高いまち

歴史・文化がみえるまち

公共交通が充実したまち

県民・観光客が楽しめるまち

企業や先端産業が集まるまち

災害に強いまち

世界中の人と交流できるまち

その他

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

合計

どんなまちになったら良いと思うか（3つまで選択）

計画策定に向けた検討 特設サイト「普天間未来予想図」

知っていた

110人 67%

知らなかった

54人 33%

知っていた

33人 20%

知らなかった

（興味がわいた）

121人 74%
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２．デジタルコンテンツ拡充⽅法の検討
令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

 ⽣成AIを活⽤したコンテンツの試験的な提供：「未来の普天間⾶⾏場跡地をAIと⼀緒に描く
体験」として⼦どもたちに未来の普天間のまちの絵を⼿書きで描いてもらい、画像⽣成AIによって実写レ
ベルの画像で出⼒。情報発信における⽣成ＡI活⽤の効果を検証した。

 体験者の感想…89%が満⾜に該当する「イメージ通り」「少しイメージが異なったが満⾜」と回答し、描
いた絵がリアルに出⼒されることへの驚きや感動、今後の技術発展への期待の声が多かった。

 親⼦間のコミュニケーションや教育の機会となり、⼦どもの創造⼒が喚起されている様⼦が⾒られた。ま
た、リアルなビジュアルで跡地利⽤のニーズの⽅向性が視覚化され、来場者が⼦どもたちの考えを知った
り共感するきっかけとなっていた。

体験の様⼦

※パネル展と同時開催

⼤通りの両サイドに⾼層の建物と⽊々が⽴ち並ぶ。
背景に海が広がり、⼣⽇がきれいな空。

真ん中に空⾶ぶ鉄道が⾛っていて⽊が⽣い茂っている。
平屋がある。

画像⽣成の例



⾼校⽣の探究学習の時間との連携：⾼等学校の探究学習の時間のテーマの選定や探究に係る
フィールドワーク（㈱rokuyou主催）に参加し、まちづくりや駐留軍⽤地跡地利⽤に関して情報提供
等を実施した。

テーマ：2024夏休みフィールドワーク“⾒て・体感して・考える”まちづくり体験
〜普天間基地跡地を住みたいまちにデザインしよう！〜

⇒跡地利⽤に⾼校⽣の視点からのアイディアを得るとともに、⾼校⽣が普天間⾶⾏場跡地や地域の将来
のまちについて興味・関⼼を抱く機会となった。次年度以降も連携を継続していく。
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３．跡地利⽤に係る教育と連携⽅法の検討
令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

○実施概要
・実施⽇時：令和6年8⽉15⽇（⽊）
・参加者 ：宜野湾⾼校、普天間⾼校、⻘颯館⾼校（兵庫県）の⽣徒

計17名（県内12名、県外5名）

・下記について沖縄県・宜野湾市・委託コンサルが説明、質疑応答
 まちづくりの視点、沖縄県内の駐留軍⽤地跡地利⽤の説明
 宜野湾市宇地泊地区（⼟地区画整理事業地区）のまち歩き
 普天間⾶⾏場跡地利⽤を考えるグループワーク、発表（全4班）

まちづくりの説明の実施

グループワークの様⼦発表の様⼦

宇地泊地区のまち歩き



３．跡地利⽤に係る教育と連携⽅法の検討 ※宜野湾市の取組み事例
令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

⼤学とのコラボ企画：２カ⽉間の講義・グループ学習・フィールドワークの成果を発表
発表会…⼀般参加のもと、２年⽣･６グループ毎に提案発表し、まちづくり専⾨の⼤学講師にて講評
学⽣アンケート結果…ほぼ全員がまちづくりの知識・関⼼が⾼まり、授業満⾜度は約９割
⇒前年度に引き続き今年度も多くの評価をいただき、次年度以降も継続的に取組む予定。

■普天間⾶⾏場の跡地利⽤とまちづくり 〜今からできる⾝近なまちづくりの取組みを企画する〜
⽇時 内容

10/8（⽕）

□ 講座の趣旨、スケジュール、これまでのまちづく
り講座
□ 宜野湾市のまちづくりと普天間⾶⾏場跡地利⽤に
ついて
□ グループ分けとテーマ決め

10/22（⽕）
□ 設定したテーマ（課題）の深堀調査
□ テーマに応じた具体的なゴールを思い描く

10/29（⽕）
□ 課題を解決する具体のアイディア検討
□ フィールドワークで明らかにしたいことの整理

11/5（⽕）

□ フィールドワーク先の検討と段取りの確認
□ フィールドワーク先への質問事項の整理
□ 具体的課題解決のたけのアイディアを実施する際
の収益やコストの検討

11/12（⽕） □ フィールドワークの実施

11/19（⽕）
□ 課題と解決アイディアに対するフィールドワーク
を踏まえたブラッシュアップ
□ 発表準備

11/26（⽕）
12/10（⽕）

□ 発表資料の作成とプレゼン準備
✓ 設定した課題とその解釈
✓ 課題を解決し⽬指すゴール（将来像）は何か
✓ 課題解決に向けた具体的な取組アイディア
✓ フィールドワーク結果
✓ 取組実施するにあたってのハードルや収益・

コストの考え⽅

12/17（⽕）
企画提案発表会

□ 主旨説明            ５[分]
□ 学⽣による発表（⼀般公開） １２０[分]
□ 外部講師による講演      ４０[分]

（⼭⼝⼤学 宋 俊煥 准教授 現地参加）
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３．跡地利⽤に係る教育と連携⽅法の検討 ※宜野湾市の取組み事例
令和６年度 普天間⾶⾏場跡地利⽤推進会議

 ⼩学⽣向けの出前講座 地域資源や跡地利⽤の説明、クイズ形式、イラスト作成・発表 等
 ⼩学校・・・授業参加⽇に⾏い、親⼦参加・交流も促しながら世代間・家族間で関⼼・興味を持っ

てもらう ※令和7年1⽉、2⽉に市内⼩学校2校で開催予定
児童センター・・・夏休みの⾃由研究の⼀環として取り組んでもらう

 アンケート結果・・・ほぼ全員がまちづくりの知識・関⼼が⾼まり、授業満⾜度は約９割。
 パネル展開催・・・サンエー宜野湾コンベンションシティ 2階はごろもコートで実施。
⇒今回3年⽬で学年・学校数を増やし、全体的に評価をいただき、次年度以降も継続的に取組む予定。

⽇時 開催場所 学年 クラス

第1回 8/2（⾦）
13:00〜15:30

新城
児童センター ― ―

第2回 8/14（⽔）
13:00〜15:30

⼤⼭
児童センター ― ―

第3回
1/17（⾦）
8:35〜10:15
10:35〜12:15

志真志⼩学校 6 4

第4回
2/6（⽊）

※予定
13:10〜14:50

⼤⼭⼩学校 4 3

■令和６年度 出前講座開催⽇程 ■パネル展開催（サンエー宜野湾コンベンションシティ）

出前講座のようす（志真志⼩学校）
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